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事業報告書
【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
スポーツ活動推進事業

スポーツ教室、スポーツ大会等の開催

助成事業者名 岩手県バイアスロン連合

事業名 第27回東日本バイアスロン選手権大会

実施した事業の成果

大会参加者数は、マススタート競技(３種目)35人、スーパースプリント競技37人の２日間で延べ72人と
なった。東北地方でのバイアスロン競技会の開催により、バイアスロン競技の普及、技術力向上を目的に
開催している大会である。次期冬季オリンピックピョンチャン大会を目指す選手も参加したが、海外遠征
中の選手が多く参加されず残念な一面もあった。。また、観客も多方面からきていただき、バイアスロン
競技の普及が図られた。

実施した事業に対する評価

マススタート競技は、一斉スタートということもあり相手を常に意識し競技が行われ、射撃のたびに順位
が入れ替わる戦いが行われた。また、スーパースプリント競技は、クロスカントリーよりも射撃を重視し
た競技で選手は射撃への集中力が求められ、技術力の向上が図られた。
現在、国内でのバイアスロン競技大会は札幌市で開催される宮様国際スキー大会バイアスロン競技、バイ
アスロン日本選手権大会等と富山県南砺市で開催される西日本バイアスロン競技大会と本大会だけであ
り、本大会には遠くは鳥取県や福井県などから参加していただいた。
銃刀法の規制により銃の所持が厳しく制限されている日本でのバイアスロン競技普及のため、そして個々
の技術力向上のため、継続して開催していく必要性を強く感じた。

くじ助成金以外の収入の増加に
向けた取り組み

具体的な取り組みを行った場合には、その内容を以下に記入してください。

参加料収入の増加を図るため、日本バイアスロン連盟加盟団体へ直接、大会要項等を送付したり、八幡平
市のＨＰを参加要項等を掲載したり、大会のＰＲを行った。

実施した事業の内容
(種目･期間･場所･対象者

等）

〔実施事業の内容〕

開催期間・開催日 平成30年1月26日～28日

主催者・共催者
※助成事業者が必ず主催または

共催者となっていること

【主催者】(一社)日本バイアスロン連盟、岩手県バイアスロン連合 他

【共催者】

開催場所 八幡平市田山　バイアスロン競技場

事業の内容
マススタート競技(15㌔、12.5㌔、7.5㌔)
スーパースプリント競技（予選、決勝A,B）

開催期間内の事業
（大会・教室等）の実施回数

2

平均参加人数
※スタッフ・観覧者を除く

36 総参加人数 72

（うち地域住民（貴団体の所在する
都道府県内に住む方）の参加人数）

4 地域住民参加割合 11.11

（うち障がい者参加人数） 0 障がい者参加割合 0.00

実施日における運営スタッフ
（請負業者を除く）の平均参加人数

113
平均参加人数に対する運営

スタッフの割合
313.89

緊急体制

行った 行わなかった

医師が待機 看護師が待機 会場にAEDを設置 該当なし



事業報告書
【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
スポーツ活動推進事業

スポーツ教室、スポーツ大会等の開催

助成事業者名 岩手県バイアスロン連合

事業名 第27回東日本バイアスロン選手権大会

平均参加人数 36 人

世代

性別

男性 0

女性 2

計 2

事業の実施計画
の公表

事業を広報・
PRするための
手段（複数選
択可）

（理由：　　　　　　　　      　　　　　　　）

以下に平均参加人数の内訳を記入してください。

世代別参加内訳

①0～19歳 ②20～39歳 ③40～59歳 ④60歳～ 合計

7 17 6 30

2 1 1 6

9 18 7 36

情
報
公
開

事業の実施状況
及び実施結果並
びに助成金の使
途に関する情報

の公開

情報の公開方
法(複数選択

可)

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

公表した内容
(複数選択可)

（理由：　　　　　　　　　　　　　　　）

事業実施後に
参加者等に対する

満足度調査を行ったか
実施方法

備考

行った 行わなかった

HＰで参加者募集を告知した

広報誌・会報誌等で参加者募集を告知した

広くチラシを配布した

特定の参加者・団体へ声をかけ、参加を呼びかけた

事業の実施に際し、特段の広報・PRは行わなかった

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備

情報開示請求があった場合に開示

HPで公開

その他

広報誌・会報誌等で公開

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

特段の情報の公開は行っていない

助成金の交付を受けた旨は公開できない



助成事業者名

事業名

実施した事業の成果

検体数 15 件 13 件

〔実施事業の内容〕

事業実施後に
参加者等に対する

満足度調査を行ったか
実施方法

備考

事業の実施状況及び実施結
果並びに助成金の使途に関

する情報の公開

情報の公開方法
(複数選択可)

公表した内容
(複数選択可)

(  　　　　　　    　 　　　　　　　　　　　　　 )

(理由：　　      　　 　　　 　　)

(理由：　     　　　　　　　　　　)

実施した事業の内容 １）サマーバイアスロン日本選手権大会：平成29年10月8日、札幌市西岡競技場、対象者5名
２）第54回バイアスロン日本選手権大会：平成30年3月5日、札幌市西岡競技場、対象者4名
３）第89回宮様スキー大会国際競技大会　バイアスロン競技：平成30年3月11日、札幌市西岡競技場、対象者4名

平成29年度ドーピング検査事業

 選手個々に対して、一定のルールのもとで公平に正々堂々と競い合うフェアプレイの精神を理解させるととも
に、選手自身の健康を阻害することを理解させ、併せて、スポーツ活動を行う際に支えてくれている全ての人た
ちに対する感謝の気持ちを認識させることができた。

実施した事業に対する評価

ドーピングによる不正をより効果的に抑止ならび防止することにより、競技者ならびに大会のクリーン・公平性
を証明するために行った。検査は無事に完了し、現在までのところ防止規則違反の報告はない。

平成２９年度目標 平成２９年度実績

事業報告書
【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
ドーピング検査推進事業

ドーピング検査事業

一般社団法人　日本バイアスロン連盟

行った 行わなかった

HPで公開

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備

その他

広報誌・会報誌等で公開

情報開示請求があった場合に開示

特段の情報の公開は行っていない

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

助成金の交付を受けた旨は公開できない



事業報告書

【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
スポーツ活動推進事業

スポーツ教室、スポーツ大会等の開催

助成事業者名  一般社団法人日本バイアスロン連盟

北海道バイアスロン連盟

開催場所 北海道虻田郡倶知安町旭ケ丘スキー場

事業名 　ミニバイアスロン競技倶知安大会

事業の成果
・エントリー者数は小学生３７名、中学生４名、高校生０名、一般１１名
・大会開催には地元のスキークラブ員の方々が協力して下さっており、バイアスロン競技が根付い
てきていると感じられる。

事業に対する評価
・おおむね整斉と実施できた。
・エントリー者数は前回の67名から大きく減少した。学校行事と重なったため。
・近隣のスキー関係団体等への広報活動を積極的に行う必要がある。

～ 平成 30

実
施
し
た
事
業
の
内
容

開催期間・開催日 平成 30 年 3

共催者

募集方法

年 3 月 11 日

主催者 一般社団法人日本バイアスロン連盟

月 10 日

関係団体へのポスター･チラシの配布を行った。

参加対象者 連盟会員、一般会員

参加者数
スタッフ数

開催期間内の
事業実施回数

1 回

平均参加者数
（スタッフ・観覧者を除く）

52 人 総参加人数 52 人

性別

世代
①0～19歳 ②20～39歳 ③40～59歳 ④60歳～ 合計

男性 35 3 7 45

女性 6 1 7

計 41 4 7 0 52

地域住民の参加人数 50 人 地域住民参加割合 96.2 ％

障がい者参加人数 0 人 障がい者参加割合 0.0 ％

実施日における運営スタッフ（請
負業者を除く）平均参加人数

30 人
参加者に対する運営スタッフ

の割合
57.7 ％

緊急体制

くじ助成金以外の収入増加に
向けた取組み

取組内容

医師が待機 看護師が待機 会場にAEDを設置 該当なし

行った

行わなかった



事業報告書

【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
スポーツ活動推進事業

スポーツ教室、スポーツ大会等の開催

助成事業者名  一般社団法人日本バイアスロン連盟

事業名 　ミニバイアスロン競技倶知安大会

情
報
公
開

の
公
表

事
業
実
施
計
画

事業を広報・ＰＲ
するための手段
(複数選択可)

助
成
金
の
使
途
に
関
す
る
情
報
の
公
開

事
業
の
実
施
状
況
及
び
実
施
結
果
並
び
に

情報の公開方法
(複数選択可)

備考

※本報告書はＡ４サイズ２枚で印刷してください。

（　　　　　　　　　　）

理由：（　　　　　　　　　　）

公表した内容
(複数選択可)

理由：（　　　　　　　　　　）

事業実施後に参加者等に対する
満足度調査を行ったか

実施方法

HＰで参加者募集を告知した

広くチラシを配布した

広報誌・会報誌等で参加者募集を告知をした

特定の個人・団体へ声をかけ、参加を呼びかけた

事業の実施に際し、特段の広報・PRは行わなかった

HPで公開

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備

その他

広報誌・会報誌等で公開

特段の情報の公開は行っていない

情報開示請求があった場合に開示

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

助成金の交付を受けた旨は公開できない

行った 行わなかった



事業報告書

【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
スポーツ活動推進事業

スポーツ教室、スポーツ大会等の開催

助成事業者名 　日本バイアスロン連盟

富山県バイアスロン連盟

開催場所 富山県南砺市　タカンボスキー場　上平バイアスロン会場

事業名 　ミニバイアスロン競技富山南砺大会

事業の成果
・エントリー者数は小学生19名、中学生17名、高校生０名、一般5名
・大会開催には地元のスキークラブ員の方々が協力して下さっており、バイアスロン競技が根付い
てきていると感じられる。

事業に対する評価
・おおむね整斉と実施できた
・エントリー者数は前回の６４名から減少した。学校行事と重なったため。
・近隣のスキー関係団体等への広報活動を積極的に行う必要がある

～ 平成 30

実
施
し
た
事
業
の
内
容

開催期間・開催日 平成 30 年 3

共催者

募集方法

年 3 月 5 日

主催者 一般社団法人日本バイアスロン連盟

月 4 日

関係団体へのポスター･チラシの配布を行った。

参加対象者 連盟会員、一般会員

参加者数
スタッフ数

開催期間内の
事業実施回数

1 回

平均参加者数
（スタッフ・観覧者を除く）

47 人 総参加人数 67 人

性別

世代
①0～19歳 ②20～39歳 ③40～59歳 ④60歳～ 合計

男性 30 3 33

女性 14 14

計 44 3 0 0 47

地域住民の参加人数 80 人 地域住民参加割合 170.2 ％

障がい者参加人数 0 人 障がい者参加割合 0.0 ％

実施日における運営スタッフ（請
負業者を除く）平均参加人数

40 人
参加者に対する運営スタッフ

の割合
85.1 ％

緊急体制

くじ助成金以外の収入増加に
向けた取組み

取組内容

医師が待機 看護師が待機 会場にAEDを設置 該当なし

行った

行わなかった



事業報告書

【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
スポーツ活動推進事業

スポーツ教室、スポーツ大会等の開催

助成事業者名 　日本バイアスロン連盟

事業名 　ミニバイアスロン競技富山南砺大会

情
報
公
開

の
公
表

事
業
実
施
計
画

事業を広報・ＰＲ
するための手段
(複数選択可)

助
成
金
の
使
途
に
関
す
る
情
報
の
公
開

事
業
の
実
施
状
況
及
び
実
施
結
果
並
び
に

情報の公開方法
(複数選択可)

備考

※本報告書はＡ４サイズ２枚で印刷してください。

（　　　　　　　　　　）

理由：（　　　　　　　　　　）

公表した内容
(複数選択可)

理由：（　　　　　　　　　　）

事業実施後に参加者等に対する
満足度調査を行ったか

実施方法

HＰで参加者募集を告知した

広くチラシを配布した

広報誌・会報誌等で参加者募集を告知をした

特定の個人・団体へ声をかけ、参加を呼びかけた

事業の実施に際し、特段の広報・PRは行わなかった

HPで公開

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備

その他

広報誌・会報誌等で公開

特段の情報の公開は行っていない

情報開示請求があった場合に開示

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

助成金の交付を受けた旨は公開できない

行った 行わなかった



活動報告書

【スポーツ団体大会開催助成】

助成活動細目
競技会開催

スポーツ普及活動

助成決定者名 一般社団法人日本バイアスロン連盟

活動名 第54回バイアスロン日本選手権大会

活動の成果
　今年は、競技銃スプリント種目に平晶OWGから帰国したばかりのナショナルチームのトップ選手
が参加し大いに盛り上がった。また、昨年から海上自衛隊チームが競技銃の部に参加、これから
も競技銃の参加チームが増え世界を目指す競技人口が増えることを期待する。

活動に対する評価

１）支援ｽﾀｯﾌへの事前教育、予行を行い、昨年より確実な判定が実施された。
２）弾薬管理に関しては、昨年より更に厳密な競技実施規定を策定して競技運営を行った。参加
チーム及び勤務員の適切な行動で事故なく競技会を終了することができた。
３）大会準備・開催期間中、今まで支援いただいていたボランティア・サポーター・自衛隊の協
力について、検討を進め色々試行したが、結果的に開催経費に大きな影響を与える要因となって
いる。更に検討を進めることとする。

活
動
の
実
施
方
法

第三者への
委任（事務委任等）の有無

※第三者への委任（事務委任等）が「有」の場合、以下に記入するとと
もに、委任先の収支決算書を提出すること

委任先の組織名称 北海道バイアスロン連盟

委任の内容 第54回バイアスロン日本選手権大会開催事業

実
施
し
た
活
動
の
内
容

開催期間・開催日
平成 30 年 3

開催場所 北海道札幌市豊平区西岡　バイアスロン競技会場

大会参加要件 連盟登録会員登録選手

月 3 日 ～ 平成 30 年 3 月 6 日

（ 4 日間）

大会種別
総合競技大会の予選会を兼ねたか

主催者 一般社団法人日本バイアスロン連盟

共催者 北海道バイアスロン連盟

活動の内容

参加人数 延べ299 人
参加国数

※国際大会の場合
か国

・本大会の実施種目は、スプリント（競技スキー男女、自衛隊スキー）、リレー（競技スキーシ
ングルミックス、自衛隊スキー）、パシュート（競技スキー男女）、チームコンペテーション
（自衛隊スキー）の全5種目を行った。
　・大会運営は、役員15名、大会サポーター45名で行った。
・大会の広報は、ポスター２５０枚・チラシを５００枚毎作成し、５０か所に配付郵送した。
・表彰は、競技上位者に対して、各種目競技スキーは上位３名、自衛隊スキーは上位６名を表彰
した。

活動計画及び実績

年度当初計画 実績

観戦者数 1,000 人 1,100 人

助成金以外の事業収入額 1,990,000 円 1,362,500 円

登録会員（競技人口）数 250 人 245 人

大会に関する広報活動
（複数選択可） （　　　　　　　　　　）

基金助成金以外の収入増加
に向けた取組み

取組内容

ホームページ テレビCM 広報媒体への掲載

その他

SNS

行った

行わなかった

国際大会 日本選手権 全国大会

兼ねた 兼ねていない

有 無



活動報告書

【スポーツ団体大会開催助成】

助成活動細目
競技会開催

スポーツ普及活動

助成決定者名 一般社団法人日本バイアスロン連盟

活動名 第54回バイアスロン日本選手権大会

理由：（　　　　　　　　　　）

公表した内容
(複数選択可)

理由：（　　　　　　　　　　）

備考

※本報告書はA4サイズ2枚で印刷してください。

情
報
公
開

助
成
金
の
使
途
に
関
す
る
情
報
の
公
開

活
動
の
実
施
状
況
及
び
実
施
結
果
並
び
に

情報の公開方法
(複数選択可)

（　　　　　　　　　　）

HPで公開

その他

広報誌・会報誌等で公開

特段の情報の公開は行っていない

活動の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、活動の進捗、途中経過を公開）

活動の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、活動の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

助成金の交付を受けた旨は公開できない

情報開示請求があった場合に開示

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備



活動報告書

【スポーツ団体大会開催助成】

助成活動細目
競技会開催

スポーツ普及活動

助成決定者名 一般社団法人日本バイアスロン連盟

活動名 第54回バイアスロン日本選手権大会

活動の成果
　今年は、競技銃スプリント種目に平晶OWGから帰国したばかりのナショナルチームのトップ選手
が参加し大いに盛り上がった。また、昨年から海上自衛隊チームが競技銃の部に参加、これから
も競技銃の参加チームが増え世界を目指す競技人口が増えることを期待する。

活動に対する評価
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いる。更に検討を進めることとする。

活
動
の
実
施
方
法

第三者への
委任（事務委任等）の有無

※第三者への委任（事務委任等）が「有」の場合、以下に記入するとと
もに、委任先の収支決算書を提出すること

委任先の組織名称 北海道バイアスロン連盟

委任の内容 第54回バイアスロン日本選手権大会開催事業

実
施
し
た
活
動
の
内
容

開催期間・開催日
平成 30 年 3

開催場所 北海道札幌市豊平区西岡　バイアスロン競技会場

大会参加要件 連盟登録会員登録選手

月 3 日 ～ 平成 30 年 3 月 6 日

（ 4 日間）
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活動の内容
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参加国数

※国際大会の場合
か国
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（自衛隊スキー）の全5種目を行った。
　・大会運営は、役員15名、大会サポーター45名で行った。
・大会の広報は、ポスター２５０枚・チラシを５００枚毎作成し、５０か所に配付郵送した。
・表彰は、競技上位者に対して、各種目競技スキーは上位３名、自衛隊スキーは上位６名を表彰
した。

活動計画及び実績

年度当初計画 実績

観戦者数 1,000 人 1,100 人

助成金以外の事業収入額 1,990,000 円 1,362,500 円

登録会員（競技人口）数 250 人 245 人

大会に関する広報活動
（複数選択可） （　　　　　　　　　　）

基金助成金以外の収入増加
に向けた取組み

取組内容

ホームページ テレビCM 広報媒体への掲載

その他

SNS

行った

行わなかった

国際大会 日本選手権 全国大会

兼ねた 兼ねていない

有 無
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活動の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、活動の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

助成金の交付を受けた旨は公開できない

情報開示請求があった場合に開示

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備


